
　今年は1945年の太平洋戦争終結から80年が経過
し、戦争で犠牲になられた尊い命と先人たちの弛ま
ぬ努力により今日の日本の平和が守られております。
　また、本年は昭和30年１月１日に福島町と吉岡村
が合併し、70年の記念の年となっております。
　先人たちが脈々と築き上げてきた70年の歩みに感
謝し、今を生きる私たちが新たな時代へ歩み出し、
未来の子どもたちのために新たな道をつくってまい
ります。
　町民の皆さまと共に歩み、町民の皆さまと共に新
たな歴史を創り上げてまいります。

　今、国政の場において、裏金問題などの政治不信
が続いており、政治の信頼が揺らいでおります。政
（まつりごと）は、町民との信頼関係が大切であり、
善き政は町民との信頼から始まり、町民と行政の信
頼関係で成り立っております。
　私は、町長に就任以来、町民との信頼を基本とし、
一貫して町の最高規範である「まちづくり基本条例」
の基本理念である「町民との協働によるまちづくり」
と「思いやりのある行政」を政治姿勢とし、基幹産
業である水産振興や子育て支援を重点に町政を推進
しております。

　町においては、第６次福島町総合計画・前期実施
計画を“まちづくり”の中心に据え、町政を推進し
てまいります。

　当計画の重点事項として、引き続き、福島商業高
校の魅力化および若者の移住定住対策・子育て支援
ならびに基幹産業の安定的な資源確保に重点的に予
算配分するとともに、総合的な種苗センターおよび
新たな吉岡温泉、有害鳥獣減容化処理施設の適切な
運用に努めてまいります。
　加えて、今後、想定されている日本海溝・千島海
溝周辺海溝型地震が引き起こす大きな津波に対応す
べく、各町内会と連携を図りながら新たな津波避難
対策を進めてまいります。

　政府は、昨年12月27日、総額115.5兆円となる令
和７年度一般会計予算案を閣議決定し、今国会で予
算審議が行われております。
　歳入では、物価高と好調な企業成績を背景に、税
収が12.7％増の78.4兆円と過去最高となっております。
　なお、令和７年度の地方財政対策においては、地
方交付税が出口ベースで１.6％増の19.0兆円と７年
連続して増加しております。
　また、「地方創生2.0」の実現に向け「新しい地方
経済・生活環境創生交付金」に２千億円が計上され
ております。
　町では、このような国の情勢を踏まえながら、ま
ちづくりの柱である第６次福島町総合計画・前期実
施計画および新たに策定される第３期福島町人口ビ
ジョン・総合戦略の着実な推進により、持続可能な
まち「ふくしま」を町民と共に創るため、住民と行
政が、町の強みを生かしながら、誇りある郷土の明
日を切り拓いていくため、「持続可能な産業への支
援」、「地域全体で支える子育て支援」、「１人ひとり
の健康が支える地域福祉」、「高齢者に優しく災害に
強い環境の整備」、「次世代に向けたデジタル化の推
進」および「第２青函トンネル構想の実現」に向け
た歩みを１歩１歩、着実に進めてまいります。

　私たちは、人口減少ならびに高齢化という厳しい
荒波の中で、町が持っている潜在的な地域資源を生
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　３月11日（火）から開催された『町議会定例会３月会議』において、鳴海町長と小野寺教育長
より、まちづくりの方針である「町政執行方針」と「教育行政執行方針」が表明されました。
　鳴海町長と小野寺教育長が示した方針についてお伝えします。
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